
９
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

９
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

特設ステージでの集
合写真

多彩な催しで大成功

昨年６月に 周年記念行事

水に映る美しい若桜学園

縦
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

若
桜
学
園
は
、
数
少
な
い

文
化
的
な
建
物
の
造
り
の
学

校
で
、
ほ
か
の
学
校
に
は
な

い
外
観
に
な
っ
て
い
る
。
小

学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
１
１
５
人
が
学
ん
で

い
る
。

行
事
に
は
全
校
で
行
う
全

校
遠
足
が
あ
る
。
最
高
学
年

が
下
級
生
を
ひ
っ
ぱ
る
こ
と

で
、
他
学
年
と
の
縦
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
で
若
桜
学
園
は

創
立

周
年
を
迎
え
、

周

年
記
念
行
事
が
６
月
に
行
わ

れ
た
。

全
学
年
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え

た
催
し
物
を
親
子
で
一
緒
に

楽
し
ん
だ
り
、
友
達
と
一
緒

に
参
加
し
た
り
と
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
つ
く
っ
た
。

秋
に
行
わ
れ
た
学
習
発
表

会
で
は
、
「
リ
ン
ク
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
基
に
、
み

ん
な
が
つ
な
が
り
を
意
識
し

深
め
た
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ

禍
に
な
っ
て
２
回
目
と
な
る

色
別
に
分
か
れ
て
行
う
色
別

合
唱
で
は
、
自
分
た
ち
で
決

め
た
課
題
曲
を
お
客
さ
ん
の

前
で
披
露
。
心
を
込
め
て
歌

い
、
最
高
の
学
習
発
表
会
に

な
っ
た
。
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若桜学園開校 周年記念行事

「つながる－ＷＡになってＫＡ

～ＳＡい－」が2022年６月 日、

行われた。午前中は２～９年生

による出し物があり、魚釣りや

ワークショップ ミニ祭り お化

け屋敷 フォトスポット テレビ

ゲーム大会やトランポロビクス

などが繰り広げられ、それぞれ

のクラスで個性豊かなクラスメ

ートたちとともに、教室に来た

保護者や他学年の児童生徒を楽

しませた。

午後からは、体育館に設置し

た特設ステージで、 周年記念

ユニット「ＷＡＫＡＳＡバンド」

とＯＢ、ＯＧを含む吹奏楽部が

演奏。会場は盛り上がり、特設

ステージは町の祭りでも使われ

ているため、お祭り気分に浸る

ことができた。

ほかにも、校舎全体をつない

だハートの輪飾り、児童生徒会

によるオープニング動画や八頭

高書道部による書道パフォーマ

ンスの動画の上映、 周年を記

念して作られた 周年Ｔシャツ

披露などもあり、児童生徒や保

護者、教職員、卒業生とたくさ

んの人の協力を経て、行事は大

成功に終わった。
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ぴ

運動会の色別チーム記念写真

◀
運
動
会
応
援
を
す
る

タ
ケ
ッ
キ
ー

森
岡
岳

大
さ
ん

▲
赤
青
黄
緑
の
色
別
縦
割
り

チ
ー
ム
に
よ
る
合
唱
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学
習
発
表
会

若
桜
学
園
の
行
事
の
一
つ
で
あ
る

学
習
発
表
会
が
２
０
２
２
年

月
３

日
、
開
催
さ
れ
た
。
同
校
で
は
学
年

の
枠
を
超
え
て
、
他
学
年
と
の
活
動

を
行
う
た
め
、
赤
・
青
・
黄
・
緑
の

４
色
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
色
別
班

で
活
動
し
て
い
る
。

今
年
度
の
学
習
発
表
会
は
、
前
年

度
と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
全
校
合
唱

が
で
き
な
い
た
め
、
色
別
ご
と
の
合

唱
を
行
っ
た
。

合
唱
の
練
習
は
８
年
生
（
中
学
２

年
）
と
９
年
生
（
同
３
年
）
が
中
心

と
な
っ
て
行
い
、
事
前
に
計
画
を
立

て
本
番
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。

本
番
で
は
１
年
生
か
ら
９

年
生
全
員
の
美
し
い
声
色
が
、
会
場

全
体
に
響
き
渡
っ
た
。

色
別
合
唱
に
つ
い
て
加
藤
浩
志
副

校
長
は
「
リ
ハ
ー
サ
ル
時
点
で
は
不

安
が
大
き
か
っ
た
が
、
本
番
の
レ
ベ

ル
が
高
く
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
と

て
も
目
立
っ
た
よ
い
合
唱
に
な
っ

た
。
こ
の
少
人
数
だ
か
ら
で
き
る
合

唱
を
、
先
輩
の
姿
を
見
て
若
桜
学
園

の
良
き
伝
統
と
し
て
つ
な
げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
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運

動

会

若
桜
学
園
大
運
動
会
が
２
０
２
２

年
９
月

日
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
た
。
児
童
生
徒
た
ち
は
、

保
護
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
色
別
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
し
の
ぎ
を
削
っ

た
。
運
動
会
の
１
週
間
前
か
ら
は
、

学
園
の
９
年
生
ら
が
美
術
の
時
間
に

作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
も
町
中
に
貼
ら

れ
、
地
域
の
人
た
ち
も
応
援
し
た
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
た
め
午
前
中
の
み
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
色
別
応
援
合
戦
や
色

別
対
抗
全
校
リ
レ
ー
な
ど
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
試
さ
れ
る
競
技
を
す
る
こ

と
で
団
結
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し

た
。色

別
応
援
合
戦
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ー
ム
が
応
援
賞
を
狙
い
、
ユ
ニ

ー
ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
踊
り
な
ど

を
取
り
入
れ
た
応
援
を
披
露
し
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

赤
チ
ー
ム
の
応
援
で
タ
ケ
ッ
キ
ー

役
を
担
っ
た
森
岡
岳
大
さ
ん（
８
年
）

は
「
自
分
の
殻
を
破
る
こ
と
が
で
き

た
。
来
年
度
か
ら
は
、
９
年
生
に
な

る
の
で
こ
の
体
験
を
生
か
し
て
小
学

生
と
も
積
極
的
に
関
わ
り
、
学
園
を

ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
」
と
話
し
た
。

【学 校 名】

【所 在 地】

【校 長 名】

【児童生徒数】

【沿 革】

【教 育 目 標】

【校 訓】

若桜町立若桜学園

若桜町浅井289

小林俊介

児童 人、生徒 人

（平成 ）年

若桜小学校と若桜中学

校が一緒になり小中一貫

校「若桜学園」開校

（令和４）年６月

周年記念行事を開催

若桜を愛し つながり

高め合い 自己実現を目

指すたくましい子どもの

育成

自ら立て 正義に立て

社会に立て

学 校 概 要

城
下
町
の
厳
粛
な
雰
囲
気
と
若

者
の
流
行
を
融
合
し
た
町
・
若
桜

町
。
人
口
約
３
千
人
の
小
さ
な
町

だ
。若

桜
宿
と
い
う
城
下
町
の
名
残

を
と
ど
め
た
街
並
み
は
、
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
て
い
る
。
駄
菓
子
屋
さ

ん
や
昔
な
が
ら
の
和
菓
子
を
販
売

し
て
い
る
お
店
が
あ
る
。

そ
ん
な
昔
な
が
ら
の
雰
囲
気
を

残
す
町
だ
が
、
近
年
、
若
者
に
人

気
の
抹
茶
を
使
用
し
た
カ
フ
ェ
や

ジ
ビ
エ
な
ど
の
特
産
品
を
活
用
し

た
ご
飯
屋
さ
ん
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
冬
に
な
る
と
若
桜

駅
周
辺
が
鮮
や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
る
。
今
回
は
、

延
期
さ
れ
た
祭
り
と
同
時
開
催
さ

れ
、
初
日
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

テ
ー
ジ
や
花
火
の
打
ち
上
げ
で
盛

り
上
が
っ
た
。
休
日
に
は
町
の
お

店
が
屋
台
で
集
ま
り
、
た
く
さ
ん

の
特
産
物
が
味
わ
え
る
。

人
口
が
少
な
く
小
さ
な
町
だ

が
、
歴
史
あ
る
昔
な
が
ら
の
雰
囲

気
と
若
者
の
心
を
つ
か
む
イ
ベ
ン

ト
や
お
店
が
あ
り
、
す
て
き
な
魅

力
の
詰
ま
っ
た
町
だ
。
機
会
が
あ

れ
ば
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

若
桜
学
園
９
年
生
は
２
０

２
２
年

月
か
ら
、
若
桜
町

観
光
協
会
か
ら
の
依
頼
を
受

け
て
、
国
指
定
史
跡
・
若
桜

鬼
ケ
城
跡
御
城
印
の
限
定
特

別
版
の
制
作
を
始
め
た
。

町
を
よ
り
良
い
町
に
す
る

た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
と
い
う
疑
問
を
、
町
内

の
子
ど
も
た
ち
に
も
考
え
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
目
的
で

行
わ
れ
て
い
る
活
動
の
一

環
。鬼

ケ
城
跡
は

年
３
月
に

国
指
定
史
跡
に
な
り
、

年

４
月
に
は
続
日
本
百
名
城
に

認
定
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
町
は
、
町
外
か

ら
来
る
観
光
客
に
少
し
で
も

鬼
ケ
城
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
活
動
を
通

じ
て
御
城
印
の
制
作
を
計

画
。
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
若
桜

学
園
９
年
生
は
、
デ
ザ
イ
ン

を
一
生
懸
命
考
え
、
み
ん
な

が
案
を
生
み
出
し
た
。
バ
ッ

ク
を
黒
に
し
、
町
の
力
強
さ

を
表
し
た
。

今
回
の
活
動
で
は
町
の
活

性
化
を
目
的
と
し
、
町
外
の

人
に
、
町
の
歴
史
や
鬼
ケ
城

の
歴
史
と
触
れ
合
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
た
。
地
域
と
触
れ
合

い
、
理
解
す
る
こ
と
は
今
回

の
活
動
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
重
要
に
な
っ
て

く
る
。

（
中
田
陽
斗

杤
本
侑
大

山
根
颯
太
）

特別版御城印のデザイン考案

通常版の若桜鬼ケ城跡御城印 プロジェクトにて
作成した御城印の完成予定デザイン 鬼ケ城御城印
の特別限定仕様として 若桜町観光協会で販売され
る予定 年２月より販売予定

町を彩るイルミネーション 左 と歴史を感じさせる蔵通り

若
桜
学
園
駅
伝
部
は
２
０
２
２

年

月

日
、
東
部
駅
伝
で
男
女

ア
ベ
ッ
ク
と
し
て
は
初
と
な
る
県

大
会
出
場
を
決
め
た
。
男
子
は
全

校
生
徒
１
５
０
人
以
下
の
学
校
で

１
位
の
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
「
い

な
ば
賞
」
も
獲
得
し
、
チ
ー
ム
の

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

中
学
生

人
と
い
う
少
な
い
人

数
の
中
か
ら
結
成
さ
れ
た
駅
伝

部
。
６
月
終
わ
り
か
ら
練
習
を
始

め
、
目
標
に
向
か
っ
て
走
り
込
ん

だ
駅
伝
部
員
と
、
一
緒
に
走
っ
た

た
く
さ
ん
の
先
生
が
一
丸
と
な
っ

た
。１

区
を
走
っ
た
キ
ャ
プ
テ
ン
の

杉
田
萌
奈
美
さ
ん
は
「
最
後
の
大

会
で
県
大
会
出
場
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
、
３
年
間
や
っ
て
き
た
駅

伝
の
中
で
一
番
や
り
が
い
を
感
じ

た
。
み
ん
な
と
毎
日
走
る
こ
と
が

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
前
住
憩

さ
ん
は
「
最
後
の
駅
伝
で
タ
ス
キ

を
つ
な
げ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
こ

の
駅
伝
部
が
大
好
き
で
す
」
と
振

り
返
っ
た
。

県
内
で
最
も
生
徒
の
少
な
い
学

校
が
、
男
女
と
も
に
県
大
会
出
場

を
決
め
た
こ
と
で
、
県
の
陸
上
界

を
ざ
わ
つ
か
せ
た
。
来
年
度
へ
の

期
待
が
高
ま
る
。

目
標
達
成

男
女
と
も
県
大
会
出
場

男
女
と
も
に
県
大
会
を
決
め
た

駅
伝
部
員
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